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鶴岡公園環境整備懇談会

Ⅰ．鶴岡公園整備計画の移り変わり

鶴岡公園整備基本計画
（昭和58年12月策定）

《基本方針》
①公園の利用目的を大きく二つに分け、それ
ぞれの利用目的に応じて県道の南北で分担
する。

②北ブロックは、鶴岡城の一部復元を含む歴
史的景観を保持した城跡公園としての性格
をさらに強め、文化的活動を尊重した市民
ニーズに答えられるような方向で整備する。

③南ブロックは市民の現代的ニーズに基づき、
多様なレクリエーション的活動に対応した多
目的な公園として方向づける。

④南北に分けて機能分担された２つの公園は、
景観的に違和感がでないように統一された
デザイン方針で修景する。

⑤北ブロックでは主として防災的機能を分担し、
南ブロックでは避難救急活動的機能を持た
せる。

基本計画の見直し（平成７年３月）

北側ブロック 歴史的公園エリア

（県道南側一部含む）

文化活動エリア

南側ブロック

福祉エリア

文化都心構想（平成１２年８月）

江戸時代の城下町の中心であり、明治以後は
鶴岡市の歴史文化のシンボルとなっていた鶴
岡公園とその周辺を２１世紀に向けた文化中心
地として整備をしていく。

歴史文化継承機能

学術研究機能 文化の中心地形成

芸術文化振興機能

昭和40年 鶴岡公園整備の基本方針策定

昭和58年12月20日 鶴岡公園整備基本計画の策定（㈱西原研究所）

平成 3年 6月26日 鶴岡公園整備懇談会会則の施行

平成 7年 3月 鶴岡公園整備基本計画の見直し（東部計画㈱）

平成12年 8月 鶴岡公園整備基本計画の見直し

平成13～15年 懇談会事業報告

平成22～23年 懇談会の開催（計４回）

平成24年 3月14日 鶴岡公園整備基本計画に基づいた
北ブロック（歴史文化ゾーン）整備計画書の策定

鶴岡公園環境整備懇談会これまでの経過

Ⅱ 鶴岡公園整備基本計画の推移

Ｓ５８の計画（抜粋） 現状（課題）

◆バス停車帯及び駐車場
駐車場は現在、野球場とプールの中間に整備されており、大型バス６台、小型車６９台が

収容できる。しかし、ピーク時には観光バスなど収容しきれない場合があるため、新たに臨
時の停車帯を設ける。観光客の利便性を考えると県道鶴岡・加茂線沿いの南側が適してい

るが、スペースがせまい欠点がある。そこで、当面は北側に若干の停車帯を設けるだけに止
めておき、将来南ブロック側の県道沿いに新しく駐車場を設けることにする。
（Ｈ１２見直し）

平成１４年度までのルネッサンス公園整備事業により、石積までの整備及び櫓の建立は行
わない。

◆大型及びマイクロバス用
交番裏駐車場４、バラ園駐車場４、 計 ８台

◆身障者用
バラ園駐車場３ 計 ３台

◆一般車両
東駐車場１３６、西駐車場５５
中央駐車場５９、南駐車場４１ 計２９１台

【平成２４年度末現在、整備完了】

◆公園管理事務所
管理事務所は資材倉庫と一体化して整備する。位置は公園正面の大鳥居北側、大手門脇

の上番所跡地付近とする。管理事務所としての本来の業務機能の他に、資材倉庫及び若干
の休憩やインフォメーション・サービスができるような室を併設する。

平成２１年度で廃止。

◆禽舎及び猿舎
禽舎及び猿舎は、城跡公園としての風格をそこなうので、南ブロックに移転させる。当分の

間は中央児童遊園地内に置き、南公園を抜本的に整備する段階で再検討する。

平成２４年３月にきんたが亡くなった事により、同年猿舎は解体済。施設の老朽化により維

持管理が困難となってきている事から、禽舎も平成２５年度内に鳥類の引取先が決定次第、
解体を予定している。

◆御角櫓
二の丸御角櫓を復元する。外観の寸法や仕上げ材料は創建時のものをできる限り忠実に

再現するよう努める。
櫓の周囲は既存の樹木を生かしつつ、修景的な植栽で補い、市民の散策・休憩が可能なよ

うに若干の広場を確保する。
（Ｈ１２見直し）
平成１４年度までのルネッサンス公園整備事業により、石積までの整備及び櫓の建立は行

わない。

平成１２年度の見直時に、石積みまでの整備及び櫓の建立は行わないことで、合意され整

備完了している。

◆管理資材倉庫
大手門北側に予定している公園管理事務所の中、または隣接した位置に移転させる。 平成２１年度で廃止。
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Ⅱ 鶴岡公園整備基本計画の推移

Ｓ５８の計画（抜粋） 現状（課題）

◆自由広場（現在の北広場）
現在の北側広場は暗渠排水設備を施した上で表面のクレイ舗装を改良し、ゲート・ボール

や各種のゲームなど多目的な利用が可能な広場とする

未整備

小砂利敷の広場となっている。

◆園路

構造上は身障者を配慮したものとし、石、瓦など、景観上、公園に適合した仕上げ材料を
用いる。但し、コンクリート舗装をする部分については透水性コンクリート仕上げとする。

未整備

平成24年3月策定の整備計画において、約1,000m幅員2.0mのカラーアスファルト舗装で
計画されている。また、平成25年度内に正面入口～荘内神社までの約100mを幅員3.0m程
度の園路整備を計画、身障者や御年配の方が安心して利用できる公園整備を予定してい

る。

◆歩道橋

荘内神社西側の休憩広場と疎林広場、及び公園外周の遊歩道との連絡を良くするために、
内堀に歩道橋を新設する。
構造は歩行者及び自転車を対象としたものとして、当公園にふさわしいデザインを採用する。

平成７年に議論され、疎林広場から本丸に向けて内堀に歩道橋を新設することは、元禄

時代そのままの原形を留めている箇所を壊すことになるため新設しないことで合意されてい
る。

◆遊歩道

構造は幅員３．０～４．５ｍを確保し、快適に利用できるように配置する。
また、休憩のためのベンチや水飲場等を随所に設置する。

疎林広場は平成４年にベンチ７基、水飲場１基、四阿１棟と整備完了している。

小砂利敷の園路であるため、福祉対応の園路は未整備である。

◆緑陰広場

公園利用者が休憩することを目的として、主として落葉高木にて修景をおこない、ベンチ
等を配置する。

桜等の樹木が成長し高木となっており、手を加えなくても整備計画に準ずる空間となって

いる為、現段階での整備計画を変更する必要はないと考える。

◆大手門

城趾公園の主入口を明確にするために、大手門を公園東側に復元する。また、大手門周
辺の東側一帯の外堀石垣も部分的に復元整備する。
広場床は、原則として割石敷又は敷瓦とするが景観構成のため既存樹木は残す。

バラ園を大型バスの駐車場として整備を行った際、外濠石垣の一部を表現しているが大

手門の整備については、今後の検討課題とする。

正面入口園路イメージ Ⅱ 鶴岡公園整備基本計画の推移

Ｓ５８の計画（抜粋） 現状（課題）

◆ゾーニング（土地利用区分） 平成７年、及び平成１２年の二度、見直しされ、現在に至る。

▽植栽計画

植栽は、既存の状態をできるだけ損なわないことを原則とし、修景あるいは樹木委の追加
や移設を行う場合は、F-4・11に示す１１種の植栽パターンのなかから選定する。
堀端の桜並木などは現状保存に努めるほか、つつじなどの低木を適当に混在させて桜の根

回りを保護する。

代表する樹種として桜と松が挙げられるが、桜については古いもので１００年に達し老木化

している。松についても高木となっていることから雪害や強風による枝折れが多く目立つよう
になっている。また、害虫による松枯れ対策も実施している。

▽トイレ計画

公衆便所は各広場の利用人員などから規模を決定し、復元大手門などの伝統的デザイン
に合わせたものにする。
既存場所での建替えを原則とする。

園内には５箇所のトイレが設置されておりましたが、建物の老朽化、男女共用が気になる

など、苦情や改築の要望が多く寄せられていた。平成24年3月までに、護国神社脇のトイレ
は解体廃止しております、疎林広場、鶴工脇、禽舎脇のトイレについては改修し整備完了し
ております。残った、稲荷神社脇のトイレについては、比較的新しい事から、現状維持とし、

老朽対策が必要となった時点で、解体する事となっております。

▽壕の浄化計画（今後の課題とされている。）

現在の堀の水は、水の動きがないため汚濁しやすい。
夏季のガス発生など沈殿物による不快現象も著しい。
外部からの真水の導入（例えば内川などから）あるいは公園内に井戸を掘り汲み上げ循環

させることなどが考えられる。
しかし、もしそれが困難な場合には内外堀をトンネルで連絡し、ポンプにより流動を促すか、

浄化装置による循環をはかるなどの方法が応急処置として考えられる。
いずれにしても、堀の底ざらいと新たなる土砂の流入を防ぐための護岸の補修は早急に実
施することが望ましい。

平成３年に堀浄化施設として大道堰より導水管L=900m、及び井戸D=120m１箇所を設置し堀

の浄化を行っている。
現在、環境用水としての水利権取得に向け申請中。

鶴岡公園環境整備懇談会
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現在の禽舎

ﾌﾞﾗﾝｺ 滑り台とｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ遊具

木製ﾍﾞﾝﾁ 木製遊具

遊具の現状
鶴岡公園御濠浄化用水流水経路

Ⅲ 課題と今後の整備計画

■ 樹木の老朽化や多様化する市民・社会的ニーズに対応した整備と課題

鶴岡公園の市民ニーズや社会的ニーズに対応した整備を目指し、現在の

状況や将来も見据え、以下の項目を今後の課題としてとらえている。

A：樹木の老朽化及び今後の再整備について

Ｂ：禽舎、正面広場子供遊具の将来像について

Ｃ：壕の浚渫浄化―環境用水―地下水利用計画について

Ｄ：福祉対応の園路整備について

福祉対応の園路整備について



2013/9/24

4

園路の現況

改良後のイメージ


